
大阪湾再生表彰制度第３回『魚庭の海』賞表彰

【表彰式の様子】
大賞

『魚庭の海』大賞

兵庫県立尼崎小田高等学校

尼崎に青い海を取り戻す挑戦
～大阪湾再生の取り組み～

賞
『魚庭の海』賞

チーム御前浜・香櫨園 里浜づくり

御前浜・香櫨園をよりよい形で未来に継承
する里浜づくり

賞
『魚庭の海』賞

ウォーターステーション琵琶の会
琵琶湖から大阪湾へ、命の水を繋げる

賞
『魚庭の海』賞

大阪コミュニケーションアート専門学校
大阪湾を中心とした瀬戸内海東部地域に
おけるスナメリ調査・保全活動

賞
『魚庭の海』賞

特定非営利活動法人 アマモ種子バンク

｢なぎさ海道｣アマモ場再生プロジェクト

平成２４年３月１９日



大阪湾再生表彰制度 『魚庭の海』賞

・スナメリ生息数と湾内の水質環境等との関係

などについて調査。
・また、写真等のパネル展を数多く行い、生物
と水環境についての啓発活動を行っている。

瀬戸内海東部に位置する大阪湾とそれに隣接する播磨灘において、
スナメリの生息状況を把握するための調査実施。瀬戸内海とそこに
生息するスナメリの保全に微力ながら貢献。
調査海域におけるスナメリの分布と密度およびそれらの季節変化な
どを明らかにするとともに、成果を社会に発信し、スナメリとそれを取
り巻く環境の保全に対する市民の意識啓発を促している。

大阪コミュニケーションアート
専門学校
“大阪湾を中心とした瀬戸内海東
部地域におけるスナメリの調査・
保全活動”

『魚庭の海』賞

・積極的にネットワークの拡張を図る。
・主舞台は琵琶湖であるが、大阪湾と河川の
繋がりを意識した、水環境とその生態系の多
様な取り組み

「下流にきれいな水を流す」という目的のもと、水環境保全活動や清
掃活動、普及啓発などを実施。琵琶湖から大阪湾までの流域を意識
して琵琶湖・淀川流域に関わる団体・組織をつなぐ取り組みをおこな
い、多様な主体が連携した「森・川・海のネットワーク」の構築へむけ
て活動を展開している。

ウォーターステーション琵琶の会
“琵琶湖から大阪湾へ、命の水
を繋げる”

『魚庭の海』賞

・海の生き物や野鳥と浜を通した循環に目を向
けた取り組み。
・ゴミ回収、野鳥観測、津波避難体験など、浜
に親しみ浜を通じて学ぶための活動を種々
行っており、子供を含めて地域住民の意識向
上に向けた地道な取り組み。

御前浜・香櫨園浜をよりよい形で未来に継承する里浜づくりに

向けて、この浜からゴミを出さない！漂着したゴミはこの浜で

ストップする！を目標に浜の清掃や除草、雑草の刈り取りを

行い景観や環境を守るとともに、環境学習・出前講座を通じて

素晴しい環境を多くの人に親しんでもらい環境を守ることの大

切さを伝えている。

チーム御前浜・香櫨園浜
里浜づくり

“御前浜・香櫨園浜をよりよい未
来に継承する里浜づくり”

『魚庭の海』賞

・大変多くの自治体とその土地の活動団体と
連携、協働。
・アマモ場の育成により、身近な海を守ること
が大阪湾を保全し創造することと意識。
・アマモ場再生に向けた技術開発と積極的な
及活動を行っている。また、苗の移植等を
通じた子供達への環境教育も行っている。

アマモ種子の採取、播種、育苗、移植など一連のアマモ場再生活動
を、播磨灘～大阪湾～紀州灘を結ぶ｢なぎさ海道｣沿岸部の子ども達
の環境体験学習を実施。また地域住民の地域活性化事業として｢な
ぎさ海道｣に沿った市民活動団体のアマモ場再生ネットワークを構築
していくことを目標としている。この活動の中で｢なぎさ海道｣への理
解と海域環境保全の意識向上を図る。

特定非営利活動法人

アマモ種子バンク
“「なぎさ海道」
アマモ場再生プロジェクト”

『魚庭の海』賞

･国際会議も含め、各種イベントに積極的に参
加。
・現地調査に基づく分析や二枚貝による浄化
方法などの専門的な検討を行う。高校生の活
動とは思えないような、高度な工夫を取り入れ
実施。

尼崎港や尼崎運河の水質調査を行うことで、現環境を把握し、水質
浄化の方法を二枚貝の付着性の高い材質検討や貝の浄化能力に
ついて実験し、尼崎運河の水質浄化プランを考察。また、同じ大阪湾
の環境について取り組んでいる兵庫県の高校のフォーラムを主催し
て開くことで、大阪湾環境に向けての高校生の輪を広げている。

兵庫県立尼崎小田高校

“尼崎に青い海を取り戻す挑戦
～大阪湾再生の取組～”

『魚庭の海』
大賞

活動のポイント活動内容
団体名
【活動名称】

受賞名

◇受賞団体の紹介と選考ポイン


